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変わるワークプレイス・変わる働き方
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職場の机の配置の工夫やフリーアドレス，アクティ
ビティベースドワークプレイス，在宅勤務，サードプ
レイス等，ワークプレイス（職場）の多様性・柔軟性
をもっと高めることができるのではないか，ワークプ
レイスの多様性・柔軟性を高めることで職場の生産性
をもっと高めることのできるのではないか，そういっ
たワークプレイスの可能性に対する期待が高まってい
る。
1924 年から 1932 年までシカゴの工場で行われた
ホーソン実験は，照明などの物理的環境よりも非公式
の人間関係が労働者の作業効率に影響することを明ら
かにし，人間関係論への道筋を開いた。それから約
100 年近くの時を経て，物理的環境でもあるワークプ
レイスが人の行動ならび協働に与える影響に改めて注
目が集まっている。本特集では，ワークプレイスのこ
れまでの変遷と現状を振り返った上で，近年関心が高
まりつつあるテレワークやオフィスにおける席の自由
度を題材として取り上げ，その可能性と課題を整理す
る。同時に，複数の学問領域からのワークプレイス研
究も紹介する。
本特集は，日本のワークプレイスのこれまでの歴史
的変遷を振り返り，今後を展望する仲論文からスター
トする。仲論文では，ワークプレイスは，仕事や社会
の変化と連動しつつ，その時代に応じて，「作業空間」
（〜 1970），「機能空間」（1970 〜），「生活空間」（1980
〜），「経営空間」（1990 〜）と捉えられてきたこと，
さらにはその過程で，ワークプレイスが担う役割がス
ペース効率から，作業効率，快適性，知的生産性，健
康へと拡大していったことを指摘する。その上で，近
年のワークスペースを検討する際のキーワードとして
「知的生産性」を提示し，アクティビティベースドワー
クプレイスを初めとして，個人や組織のアウトプット
の向上を通じて知的生産性を高める仕掛けとしての
ワークプレイスの具体例を提示する。
場所にとらわれない働き方の代表例がテレワークで

ある。柳原論文は，働き方改革とあいまった現在の第
4次テレワークブームに至るまでの日本におけるテレ
ワークの進展と，その類型化から始まる。次にテレ
ワーク制度適用外でありながら勤務時間外としてテレ
ワークを自主的に行っている労働者が一定数いる現状
と，そのような労働者を含めても必ずしもテレワーク
が日本に浸透しているとは言えない現状を提示する。
その上で，自主的テレワークという現象を，働く場の
自由がないからこそ生じる問題と捉え，きたるAI 時
代に向け，テレワークが，働く場所の制約，さらには
働く場所の制約に伴う働く時間の制約を除去し，労働
者が働く場所と時間へのこだわりを実現する働き方へ
とつながることの重要性を指摘する。
昨今のワークプレイスの多様化・柔軟化は，メン

バーが 1つの場所に集まって働くのではなく，離れた
場所で各々が働くというワークプレイスの分散化をも
たらす。このことは，メンバー間に「一緒に働いてい
るが，一緒に『居る』感覚がない」という，プレゼン
ス（存在感）の希薄化という問題をもたらす。この問
題への対処として，中西論文は，ソーシャルテレプレ
ゼンス（メディアを使用することによって，実際には
離れた場所にいる他者とあたかも同じ場所にいるかの
ような感覚になることができる現象）を生み出す技術
を紹介する。プレゼンスロボット・ロボットハンド・
ロボット家具を用いたプレゼンスに関する実験は，人
が他者と共にいるという感覚を得る方法には複数の可
能性があること，また細かな条件設定によって効果が
異なることを明らかにする。物理的に近くにいなくて
も存在感を感じることができる方法の発展は，ワーク
プレイスの多様性・柔軟性がこれまで以上に浸透する
可能性を高めるだろう。
テレワークのように「どこでも」働けることは，「い

つでも」働けることと密接に関連し，「いつでも」働
けることは長時間労働等のリスクにつながる。細川論
文は，2018 年に改定されたガイドラインを参照しつ
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つ，法学の立場から ICT の発展が労働法上の労働時
間に与える影響について検討し，ICTの発展は，「労
働時間」と「私的な時間」との境界をあいまいにし，
労働時間外においても労働者の肉体的・精神的健康に
対して負荷をもたらす恐れがあることを指摘する。ま
た，2016 年にフランスで立法化された「つながらな
い権利」は，ICT の発展がもたらす変化への対処と
なりうる可能性があるとしながらも，課題が残るとす
る。「どこでも」働くことがもたらす問題への対応の
整備は，これからだと言える。
ワークプレイスの分散化は，期待される知的生産性
の向上をもたらすのだろうか。稲水論文は，フリーア
ドレスやコワーキングスペースといったオフィスの自
由度と働く場を自分で選べる選択度がクリエイティビ
ティに与える影響を検証する。分析結果からは，選択
度とコワーキングスペースの利用が，クリエイティビ
ティを高めることが確認された。一方で，フリーアド
レスの実施といった単純な席の自由化だけではクリエ
イティビティを高めるとは言えず，逆に低める可能性
も指摘された。このことは単純にフリーアドレスを導
入すれば効果が上がるという単純なものではなく，ク
リエイティビティを高めるフリーアドレスのあり方に
はさらなる工夫が必要なことを示す。
ワークプレイスの多様性・柔軟性が進展することで
もたらされる効果と課題への注目は，人々はワークプ
レイスからどのような影響を受けるのか，人々はそこ
でどのようにふるまうのかといったワークプレイスで
生じている現象を精緻に理解することへの注目を高め
る。最後の 2本の論文は，ワークプレイスを対象とす
る 2つの異なる研究アプローチを紹介する。立道論文

は，ワークプレイスの研究を主導する 1つの研究領域
である産業社会学の立場からこれまでの研究を概観
し，職場の概要とその変化が紹介される。我々がワー
クプレイスという言葉を使う時，働く場のこれまで存
在しなかった新たな形態や側面ならびにその物理的環
境に注目しがちであるが，資本の移動性の高まり等の
構造変化を背景として，企業と労働者の長期的な関係
は終焉をむかえ，労働者個人が孤立する傾向にあるこ
と，さらには労働者が望まないまま様々な責任を負う
ことになるという個人化が職場で進んでいることを指
摘する。
山崎・山崎論文は自然的な観察を用いたエスノメソ

ドロジー的な相互行為分析について事例を紹介した上
で，ワークプレイス研究に対する同アプローチの有用
性と課題を指摘する。複数の人々が関わる場を自然的
に観察することで，ある人の 1つの行動が他者にとっ
て複数のシグナルとなるといった身体行為の複層性
や，言語の複層性，さらには身体行為と言語が重なっ
てなされる評価の複層性が明らかになる。このような
関わりを明らかにする手法は，多様化・分散化が進む
ワークプレイスで発生する事象だけでなく，それらが
生じるメカニズムを明らかにする上でも有効だろう。
昨今のワークプレイスの多様性・柔軟性の進展は，

労働者に自律性を求める方法へと進んでいる。労働者
が，本来あるべき形で自律性を発揮しうるワークプレ
イスを実現するために自分達は何ができるのか，各学
問領域に問いが投げかけられている。
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